














はじめに 

 障害を早く発見し,早期から医療と育児を親に協力して進めて行くことが療育の目的で

ある。 

 今回の報告では,重度化・幼少化している障害児療育の現状を,いかに適切にまた効果的

に受入れ,子どもの発育を援助して行くかについて,通園指導の場から報告し,併せて,障害

の重度化に伴い,療育が生涯必要となる点も強調して行きたい。 


